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研究の目的

　近年、ペット型ロボットが世間の関心を集め

ており、今後企業間で更なる製品開発が行われ、

大きな市場経済が見込まれる。私たちもこの流

れに乗り、独自性のあるスマートペットロボッ

トの試作製品の開発を行う。企業間のターゲッ

トとの違いとして、このロボットの対象年齢は

小中学生である。彼らが簡単に組立ることがで

き楽しく遊べるようなロボットの試作開発を行

うことを目的とする。すなわち、私たちは、小

中学生が安価に購入でき、簡単に組立られ、楽

しく遊べるようなスマートペットロボットの開

発を目指している。

研究成果
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図1：モモイロペリカン設計図

　先ず、自立型移動ロボットの基礎を身につける

ため、試作機第1号を設計した。設計図面、回路

図をそれぞれ図1、図2に示す。

　このロボットは空き缶を拾う作業を行い、名前

を「モモイロペリカン」とした。コンセプトとし

て「環境にやさしいロボット」を掲げ、人の手に

よる操作がなく、マイコンに入力された経路にし

たがって自動に空き缶を拾う機能を有する。2000

年8月25日から27日に山口県産業技術センターに

展示した。会場風景は写真1に示す。

　写真1に示すようにロボットは前方とり込み

部で空き缶を集め、中央のベルトにより空き缶

を高く持ち上げ、後ろのボックスに詰め込んで

いく。とり込み部に回転羽を取り付け、空き缶

を吸い込みやすいように工夫している。

　本ロボットの大きさは、1000×300×450mm

（横×奥行き×高さ）程度で、空き缶を最大30

個積み込むことができる。出展当日はセンサを

取り付けることが出来なかったが、その後改良

を加えタッチセンサを取り付けた。決められた

枠からロボットが出ようとすると、センサが反

応し、マイコンの制御で回避するということを

可能にした。これを2000年11月の常盤祭に出展

した。
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山口大挙ロボット研究会 モモイロペリカン回路図

図2：モモイロペリカン回路図

写真1：会場風景
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　最近、本グループはハムスター型スマートペ

ットロボットの製作開発に取り掛かっている。

モモイロペリカンと同様にモータにより走行す

るものを考えている。この設計図を図3に示す。
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図3：ペットロボット設計図案

　ハムスターの足はリンク機構を用いている。こ

の動きは写真2に示し、a、　b、　cと動く。

　今後の方針として、筋肉ワイヤを用いて走らせ

る機構のロボットを別に製作したい。また、壁に

ぶっからないように動く、人の声のする方向に動

く、たたかれたら嫌がる、などの動作機能を持た

せる予定である。具体的には、人体検出用赤外線

センサ、壁などの障害物の検知用超音波センサ、

さらに音声認識用コンデンサマイクロフォンを導

入しそれらのセンシング技術を習得・開発し、ハ

ムスターの高機能化を目指している。これらを踏

まえ、回路図案を図4に示す。これらを元に製作

を行う予定である。
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図4：ペットロボット回路図案
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写真2：ペットボトルの駆動部
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産業技術への貢献

　2001年3月現在、市場で購…入できる最も安価な

ペットロボットは2980円（税抜き）である。これ

に対して、今回製作予定のペットロボットの試作

機iは原価1500円以下に抑える予定で、小中学生に

安価に提供できる。筋肉ワイヤを用いた駆動方法

のロボットはこれまで市場で販売されていない。

このロボットは柔軟性を有し、機構部が軽量であ

る。さらに改良や改造を加え、新しいスタイルの

ペットロボットの製品化を目指す。
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